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通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2025年 5月 15日に公表いたしました 2026年 3月期（2025年 4月 1日～2026年 3月

31日）の業績予想及び配当予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1．2026年 3 月期通期業績予想数値の修正 

(1) 通期連結業績予想数値の修正（2025年 4月 1 日～2026年 3月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

7,460 

百万円 

572 

百万円 

488 

百万円 

283 

円 銭 

223.26 

今回修正予想(B) 6,744 368 291 35 27.98 

増減額(B－A) △715 △203 △196 △247  

増減率(%) △9.6 △35.5 △40.3 △87.5  

(ご参考)前期実績 

(2025年 3 月期) 
7,198 208 170 298 235.19 

 

(2) 通期個別業績予想数値の修正（2025年 4月 1 日～2026年 3月 31日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

7,320 

百万円 

478 

百万円 

277 

円 銭 

218.52 

今回修正予想(B) 6,654   299 42 33.31 

増減額(B－A) △665 △178 △234  

増減率(%) △9.1 △37.4 △84.8  

(ご参考)前期実績 

(2025年 3 月期) 
7,079 167 297 234.59 

 

 



 

(3) 修正の理由 

2026年 3月期の通期業績につきましては、主力事業である精密機器事業が好調に推移した一方で、医

療機器事業における製品コンドームの製造停止に伴う売上減少分を他の製品等の売上により補完できなか

ったこと、及びＳＰ事業の売上不振の影響により、連結売上高は業績予想比で 9.6％下回る見通しとなり

ました。 

連結営業利益は、売上減少の影響がほぼ減益要因を占めました。売上原価率については、相対的に利益

率の高い精密機器事業の全社売上高に占める構成比が上昇したことにより、ほぼ予想通りの水準となりま

したが、人件費上昇に伴う販管費の増加も一部影響し、業績予想比で 203百万円下回る見通しとなりま

した。 

連結経常利益は、当初予想よりも営業外費用が低水準となったこともあり、業績予想比で 196百万円

下回る見通しとなりました。 

一方、親会社株主に帰属する当期純利益は、主に栃木工場閉鎖に伴う土地の減損損失を含む 242 百万

円を特別損失として計上する見込みであり、損失計上額が事前の想定よりも増加したことにより、業績予

想比で 247百万円下回る見通しとなりました。 

なお、個別の業績につきましても連結と同様の理由によるものです。 

 

2．配当予想の修正 

当社は株主還元方針として DOE（株主資本配当率） 2.8％以上を目安としておりますが、今回の業績

予想の修正により親会社株主に帰属する当期純利益の減少が見込まれるため、1 株当たり配当金予想を以

下のとおり修正いたします。なお、修正後の配当金においても DOEは当社方針の範囲内となります。 

 

 1株当たり年間配当金 

第 2四半期末 期末 合計 

前回発表予想 

（2025年 5月 15日発表） 

円 銭 

－ 

円 銭 

82.00 

円 銭 

82.00 

今回修正予想 
円 銭 

－ 

円 銭 

80.00 

円 銭 

80.00 

前期実績 

（2025年 3月期） 

円 銭 

－ 

円 銭 

78.00 

円 銭 

78.00 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定 

の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


